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高額療養費制度自己負担限度額引き上げにおいて十分な議論なら

びに見直しを求める意見書

政府は令和７年８月から、医療費が高額になった場合に患者の費用負担を抑える

「高額療養費制度」の自己負担限度額の引き上げを検討している。

がんや難病などの病気では、手術や放射線治療、投薬など高額かつ長期の治療が

必要となり、保険適用の治療内容であっても負担が重くのしかかる。そうした高額

な医療費の負担を軽減させるために、公的医療保険制度の一部に「高額療養費制

度」が設けられているが政府は、「現役世代の保険料負担を軽減するため」として、

限度額の見直しを決めた。

政府案では、所得区分ごとに 2.7％から 15％引き上げ、平均的な年収区分である

年収およそ 370 万円から 770 万円では、今より 8,100 円引き上げて 8万 8,200 円程

度とする。その後さらに年収の区分を細分化したうえで、令和８年８月と令和９年

８月に２段階に分けて上限額を引き上げる方針で、その際は年収およそ 650 万円か

ら 770 万円では、最終的に 13 万 8600 円程度、実にひと月約６万円もの引き上げと

なる。

政府は今回の自己負担限度額を見直すことで保険料の負担軽減につなげるとして

いるが、その軽減幅は試算では数千円程度となっており、政府が考える現役世代の

負担軽減にはつながらない。患者団体からの要望を受け、「多数回該当」者において

修正する旨言及しているが、この見直しによってがんや難病などを発病した際、負

担が重くのしかかり、本来ならば働きながら治療を受けている人が就労をあきらめ

るケースや、患者によっては治療そのものをあきらめざるを得ないケースが出ない

よう、引き続き十分な議論を求めたい。以上のことから高額療養費制度自己負担限

度額引き上げの見直しを求め、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。
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